
令和２年度 教育課程研究集会
中学校 国語

奈良県教育委員会事務局学校教育課

義務教育係長 川西 聡弘

E-mail  kawanishi-toshihiro@office.pref.nara.lg.jp



新しい学習評価〈変わること〉

現行の学習評価（基本の４観点）

話す・聞く能力
国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての
知識・理解・技能

新しい学習評価（全ての教科等で３観点）

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

学習する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。



国語科における指導事項の整理

〈現行の学習指導要領〉
Ａ 話すこと・聞くこと（第３学年）
イ 場の状況や相手の様子に応じて話すとともに，敬語を
適切に使うこと。

〈新しい学習指導要領〉
〔知識及び技能〕
⑴エ 敬語などの相手や場
に応じた言葉遣いを理
解し，適切に使うこと。

〈新しい学習指導要領〉
〔思考力，判断力，表現力等〕
Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 場の状況に応じて言葉を
選ぶなど，自分の考えが分
かりやすく伝わるように表現
を工夫すること。



新しい学習評価〈変わらないこと〉

現行の学習評価

話す・聞く能力
国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての
知識・理解・技能

Ａ話すこと・
聞くこと

Ｂ書くこと Ｃ読むこと
伝統的な言語文化と
国語の特質に関する

事項

新しい学習評価

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

〔知識及び技能〕 〔思考力、判断力、表現力等〕

新しい学習評価においても



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

（「学習評価の在り方ハンドブック」より）

計
画
的

意欲的 自発的



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）

内容を
評価すること



国語科 評価規準を作成する際の手順

伝えたいことを報告する言語活動を通して、集めた情報
を整理し伝え合う内容を検討する力を付ける単元。

〈単元目標の設定〉
・指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めることができる。

〔知識及び技能〕⑴エ
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を
決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ⑴ア
・言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の伝統文化を大切に
して,思いや考えを伝え合おうとする。 「学びに向かう力，人間性」

〈例 第１学年「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導〉
◆言語活動 紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて意見など

を述べたりする活動



国語科 評価規準を作成する際の手順

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・指示する語句と接続す
る語句の役割について
理解を深めている。
（〔知識及び技能〕⑴
エ）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決め，
集めた材料を整理し，伝え合
う内容を検討している。
（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａ⑴ア）

粘り強く（①），集めた材料
を整理し伝え合う内容を検
討し，学習の見通しをもっ
て（②）伝えたいことを報
告しようとしている。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価
①粘り強さ （例）〈積極的に，進んで，粘り強く 等〉
②自らの学習の調整 （例）〈学習の見通しをもって，学習課題に沿って，

今までの学習を想起して 等〉

伝えたいことを報告する言語活動を通して、集めた情報を整理し伝え合う内容を検討
する力を付ける単元。

計画的

意欲的
自発的

〈例 第１学年「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導〉
◆言語活動 紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて意見など

を述べたりする活動



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

する際の手順

第３編 単元ごとの学習評価について

・指導事例（４事例）の紹介

国立教育政策研究所のwebページから
ダウンロードすることもできます。



〈年間指導計画表の

作成〉 （P４９）

いつ、何の教材を扱うか
だけでなく、いつ、どのよう
な資質･能力（指導事項）
を育成するのかを意図的･
計画的に考えることが、極
めて重要。

単元名

指導事項及び言語活動例

○印＝当該単元で指導及び
評価する内容

◎印＝重点的に指導及び評
価する内容

●印＝当該単元で取り上げ
る言語活動



第３編 単元ごとの学習評価について

〈指導事例（４事例）の紹介〉 （P41）

［ポイント］

①事例ごとにキー
ワードを設けて
解説。

②評価規準の提
示とともに、具体
的な評価の方法
を解説。

③単元目標や単
元の指導計画を
併せて提示。



〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P５８）

単元の目標⑴に
対応

単元の目標⑵⑶
に対応



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

①粘り強さ （例）〈積極的に，進んで，粘り強く 等〉

②自らの学習の調整 （例）〈学習の見通しをもって，学習課題に沿って，
今までの学習を想起して 等〉

意欲的
自発的

計画的

※巻末資料（P7５～P１０５）「内容のまとまりごとの評価規準（例）」
には、学年別、領域別に、言語活動ごとに評価規準の具体例が
示されています。ぜひ参考にしてください。

〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P５８）



●単元における指導と評価の計画

〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P５９）

「Bと判断する状況」について、生徒の学習の状況(姿)を具体的に示すことが大切。
こうすることで、何をどのように評価するかが具体的にイメージでき、育成したい資
質･能力に応じた指導のポイントも明確になる。



〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P６３）



〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P６３）

●テストを用いた評価方法について

評価規準
評価のための
テスト例



〈事例３〉キーワード グループ活動における個別の評価、テストの工夫（P６３）

評価規準

上記の評価規準に
従って評価を行うため、
ここでは、「走れメロ
ス」の全文を配布し、
授業で取り上げな
かったフィロストラトス
について出題した問
題の一例を示している。
「走れメロス」とは異
なる文章による問題を
出題することも考えら
れる。


